
前
置

　
こ
の
書
は
明
治
４
３
年
に
坂
　
勘
右
衛
門
　
大
和
流
師
範
が
発
起
人
と
な
り
岡
崎
の
錦
又
亭
で
開
催
さ
れ
た
大
和
流
師
範 

日
置
流
師
範
参
集
に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
会
の
際
に
決
定
さ
れ
た
、
「
矢
場
前
作
法
書
」
と
も
言
う
べ
き
大
要
を
記
し
た
伝
書
で

あ
る
。

　
岡
崎
市
（
旧
足
助
の
四
ッ
松
）
に
住
む
大
和
流
の
近
藤
　
徳
氏
よ
り
お
預
か
り
し
た
伝
書
の
中
の
一
つ
で
、
出
来
得
る
限
り
原

文
に
従
い
現
代
活
字
に
移
し
変
え
た
が
、
一
部
解
読
不
能
の
部
分
が
残
っ
た
。

　
漢
字
の
使
い
方
や
送
り
仮
名
な
ど
現
代
文
と
相
違
す
る
箇
所
は
原
文
に
忠
実
に
従
っ
た
。

し
か
し
大
意
は
理
解
で
き
る
事
と
思
う
。

　
序
文
か
ら
、
当
時
の
弓
道
界
が
古
伝
を
忘
れ
、
廃
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
警
鐘
と
、
そ
れ
を
立
て
直
そ
う
と
す
る
熱
意
が
感
じ
ら

れ
る
。

　
あ
ら
た
め
て
現
代
の
活
字
に
す
る
こ
と
で
、
金
的
神
事
を
開
催
す
る
際
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

力
不
足
で
不
完
全
な
伝
写
で
は
あ
る
が
お
許
し
願
い
た
い
。

　
な
お
、
お
預
か
り
し
た
大
和
流
伝
書
「
天
の
卷
」
「
地
の
卷
」
等
の
そ
の
他
の
伝
書
は
、
以
下
の
著
書
に
現
代
仮
名
使
い
に
よ
る

読
み
易
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
参
考
に
し
て
頂
き
た
い
。

『大
和
流
弓
術
伝
書
』

（弓
道
資
料
集
　
第
十
巻
）

「射
法
指
南
」

「採
梔
集
覧
」

「評
判
記
」

「大
和
流
稽
古
自
警
抄
　
全
」

編
者
　
入
江
康
平

筑
波
大
学
体
育
科
学
系

武
道
論
研
究
室
内
　
弓
道
史
研
究
会

『大
和
流
弓
道
傳
書
』（免
許
之
部
）

「大
和
流
射
法
指
南
陰
巻
乾
坤
并
弓
道
大
系
図
」

大
正
１
４
年
　
大
和
流
末
弟
　
村
河
　
清
　
謹
記

　
発
行
所
　
大
和
流
弓
道
傳
書
頒
布
會

　

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
三
日

日
置
流
雪
荷
派

　
　
　
　
　
　
　
山
本
良
輔
　
門
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邉
　
二
朗
　
　
記
す
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序
言

大
和
流
弓
道
の
射
礼
そ
の
他
の
統
一
を
斗
る
為
め
明
治
四
十
三
年
十
二
月
拾
五
日
知
多
郡
上
野
村
坂
勘
右
衛
門
氏
発
起
と

な
り
当
時
岡
崎
町
六
地
蔵
錦
又
亭
に
於
て
全
流
師
範
家
之
打
合
会
を
開
催
し
普
通
矢
場
前
の
作
法
と
し
て
協
議
決
定
さ
れ

た
る
處
、
其
の
後
の
星
霞
を
握
る
と
共
に
全
流
の
内
に
於
て
も
そ
の
作
法
も
多
様
に
流
れ
、
何
れ
が
正
邪
な
る
や
殆
ん
ど
そ
の

見
解
を
論
断
す
る
な
き
に
至
る
。

是
必
意
そ
の
後
に
於
け
る
指
導
者
の
放
任
が
教
受
者
の
不
熱
心
が
今
や
是
を
論
ず
る
を
要
せ
ず
。

而
し
て
当
流
に
は
そ
の
古
実
秘
事
聞
有
り
。

今
更
中
間
作
法
を
定
む
る
必
要
な
し
と
雖
も
、
現
今
に
於
い
て
は
時
代
の
変
遷
に
鑑
み
是
を
聞
に
す
る
時
に
非
ず
、
依
っ
て

為
に
地
方
同
様
の
者
と
拘
わ
り
同
流
一
般
に
是
を
励
行
せ
ん
事
を
期
し
以
て
そ
の
大
要
を
記
述
し
大
方
の
参
考
に
供
す
。

大
正
八
年
八
月
拾
八
日

出
席
者

大
和
流
　
小
出
斎
吉
　
　
足
助
町
住

〃
　
　
大
山
修
一
郎
　
下
山
お
立
岩
住

〃
　
　
原
田
守
人
　
　
下
山
東
大
沼
住

〃
　
　
宇
野
宗
一
郎
　
松
平
お
鵜
ヶ
瀬
住

〃
　
　
深
津
籐
九
郎
　
〃
　
曲
り
　
住
　

　
〃
　
　
神
谷
正
象
　
・
・下
佐
切
住

日
置
流
　
鈴
木
作
太
郎
　
旭
村
松
本
住

　
〃
　
　
安
藤
貫
三
郎
　
阿
・切
山
住

　
　
　
以
上
八
名

　
　
　
　
　
　
神
谷
正
象
　
以
上

一
、
射
礼
の
部

一
、
巻
藁
前

巻
藁
前
の
目
的
は
的
に
心
を
奪
わ
れ
ず
し
て
体
の
備
へ
を
完
全
な
ら
し
め
、
的
を
射
る
前
後
に
於
い
て
筋
骨
の
喰
合
せ
を
以

て
目
的
と
し
為
に
そ
の
射
礼
の
大
要
を
左
に
記
す
。

右
手
に
弽
を
掛
け
弓
は
左
手
に
以
て
弦
を
外
側
に
し
て
弣
所
を
持
つ
。

矢
を
右
手
の
小
指
と
無
名
指
の
内
に
鏃
を
握
る
べ
し
、
巻
藁
の
前
に
進
み
約
六
尺
を
離
て
ゝ
立
ち
、
右
に
向
き
直
り
、
左
右

と
八
文
字
形
に
踏
み
開
き
、
踵
と
踵
の
間
隔
は
自
分
の
肩
幅
を
程
度
と
す
、
足
踏
み
定
ま
り
た
る
時
弓
の
弦
を
左
に
し
て
弓
を

右
手
に
移
す
、
右
手
は
栂
指
、
中
指
、
人
差
指
の
三
指
を
以
て
弓
の
鳥
打
よ
り
七
、
八
寸
程
の
下
部
を
持
ち
、
右
側
の
足
よ
り

五
，
六
寸
程
内
方
に
立
て
る
、

左
の
袖
口
を
巻
藁
に
向
い
静
か
に
左
肌
を
脱
ぐ
、
右
の
手
を
目
通
り
に
上
げ
て
左
手
に
弓
を
移
す
。

左
手
に
弣
を
取
る
と
同
時
に
右
手
の
指
を
弦
の
関
下
（
手
掛
所
）
に
掛
て
弦
を
内
方
に
廻
し
、
弓
を
左
膝
の
上
に
立
て
、
右

手
を
放
す
、
右
手
は
そ
の
侭
矢
を
弓
の
外
側
に
運
び
、
矢
を
番
ふ
。

左
の
人
差
指
を
以
て
弣
の
上
所
に
て
矢
を
挟
む
。

右
の
手
の
掌
を
上
に
向
け
、
下
腹
部
に
当
て
心
気
を
澄
し
て
的
に
眼
を
注
ぎ
（
普
通
巻
藁
前
に
て
一
筋
の
矢
を
用
い
る
も
の

な
る
も
乙
矢
を
用
い
る
場
合
に
此
の
時
右
手
を
以
て
乙
矢
を
・引
出
し
小
指
と
無
名
指
の
内
側
に
鏃
を
握
り
筈
を
後
に
し
て
持

つ
）
、
又
は
前
腰
に
立
て
掛
る
等
適
宜
に
し
て
よ
し
、
次
に
人
差
指
を
以
て
拇
指
の
頭
を
押
え
、
関
の
下
よ
り
静
か
に
甲
矢
の
筈

の
所
に
付
け
る
。

左
の
手
の
内
を
定
め
、
再
度
的
を
見
込
み
、
打
起
し
引
取
る
等
宜
し
き
に
至
り
離
す
。

乙
矢
に
対
す
る
順
序
は
甲
矢
に
同
じ
。

射
終
り
た
る
時
は
弓
を
右
手
に
移
し
体
に
添
え
て
立
て
、
肌
を
入
れ
て
弓
を
左
手
に
戻
し
、
弣
を
握
り
末
弭
を
地
に
附
け
て

足
踏
を
戻
し
、
一
礼
し
て
全
て
を
終
る
も
の
と
す
。

尚
詳
細
は
口
伝
に
依
る
べ
し
。
矢
は
角
木
又
は
棒
角
木
を
用
ふ
。
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一
、
服
装

弓
術
本
来
の
礼
式
に
則
り
、
特
に
定
む
る
時
、
そ
の
他
廉
有
る
場
合
を
除
く
外
射
場
に
入
る
時
は
必
ず
袴
を
着
用
し
、
射

前
に
立
つ
時
は
羽
織
及
び
内
襦
袢
の
類
に
し
て
、
肌
を
脱
ぐ
に
不
便
な
る
も
の
は
疾
病
者
の
外
遠
慮
す
る
も
の
と
す
、
多
人
数

集
合
の
場
合
に
於
て
は
、
特
に
服
装
を
改
め
、
言
語
動
作
を
慎
み
、
且
つ
、
他
人
に
不
愉
快
の
念
を
懐
か
し
め
ざ
る
様
に
心
掛

る
、
之
れ
常
識
に
し
て
礼
儀
を
重
ん
ず
る
弓
道
に
於
て
は
又
然
り
と
言
う
べ
し
。

一
、
射
場
之
準
備

一
、
射
場
之
距
離

射
垜
の
最
下
部
よ
り
踏
止
道
木
ま
で
拾
五
間
と
す
、
但
し
一
間
は
六
尺
三
寸
に
し
て
是
を
換
算
す
れ
ば
十
五
間
四
尺
５
寸
に

し
て
二
八
、
三
八
六
メ
ー
ト
ル
な
り
。

一
、
垜
　
小
垜
の
築
方
、

一
、
矢
取
塚
そ
の
他
の
築
方
、

一
、
射
手
小
屋
、
弓
当
、
道
木
、
弓
堀
の
築
方
、

一
、
八
幡
棚
の
築
方
、

一
、
矢
道
、
射
手
通
り
、
見
物
通
り
等
そ
の
他
、

右
は
普
通
の
場
合
に
於
て
差
悶
僅
少
に
し
て
是
を
省
略
す
。

一
、
桧
葉
垣
之
事

垜
の
上
部
に
桧
葉
垣
を
飾
る
そ
の
飾
方
左
の
如
し
。

高
さ
一
尺
二
寸
幅
見
計
候
化
粧
串
六
十
四
本
、
五
十
三
本
、
三
十
二
本
、
二
十
八
本
等
、
横
幅
の
都
合
に
依
り
押
塚
上
下
の

二
ヶ
所
に
し
て
竹
の
皮
目
を
表
に
し
て
用
ふ
、
尤
も
追
善
的
、
そ
の
他
不
祝
儀
の
時
は
総
て
皮
目
を
内
に
し
て
、
内
側
の
む
き
を

表
に
出
し
て
用
ふ
。

化
粧
串
の
重
ね
様
、
最
初
向
っ
て
左
よ
り
右
上
へ斜
に
全
部
並
べ
、
次
に
右
よ
り
左
上
へ斜
に
全
部
当
て
る
。

押
塚
の
竹
は
上
下
共
根
元
を
向
っ
て
右
に
し
縄
は
蕨
縄
を
用
い
、
上
下
五
ヶ
所
、
又
は
、
六
所
づ
つ
結
目
を
表
に
し
て
角
結
び

為
る
事
。

不
祝
儀
の
時
は
化
粧
竹
、
押
竹
共
に
反
対
に
組
み
纏
め
る
事
、
是
れ
大
和
流
の
古
例
な
り
。

　
　
　
　
　
一
、
的

的
は
射
術
の
目
当
に
し
て
矢
の
当
り
所
に
依
り
、
自
己
の
正
不
正
を
試
す
も
の
な
れ
ど
、
如
何
な
る
場
合
に
も
寸
法
絵
取
等
正

し
く
す
べ
し
。

　
従
っ
て
的
の
立
様
に
至
っ
て
は
わ
随
分
熱
錬
の
結
果
に
非
れ
ば
神
の
敷
く
立
た
ざ
る
物
也
。
又
正
し
く
立
つ
る
に
わ
形
正
し
き

的
に
非
れ
ば
也
。

一
、
金
的
、
銀
的
格
一
寸
八
分
、
輪
深
さ
一
寸
八
分
、

一
、
小
的
之
部
、
弐
寸
、
四
寸
、
六
寸
、
八
寸
、
一
尺
、
一
尺
弐
寸
、
を
云
う

一
、
中
的
之
部
、
一
尺
五
寸
よ
り
三
尺
ま
で
を
云
う
、

一
、
大
的
の
部
、
三
尺
六
寸
よ
り
五
尺
ま
で
を
云
う
。

　
右
以
前
の
的
は
寸
尺
半
迄
に
し
て
半
的
と
云
う
、
そ
の
他
古
実
に
依
り
的
の
名
称
種
々
有
り
共
此
處
に
略
す
。

一
、
十
二
的
之
事
、
正
月
よ
り
十
二
月
迄
の
絵
取
り
古
来
よ
り
有
も
素
よ
り
嬉
戯
に
用
い
た
る
物
な
り
、
絵
取
る
是
を
略
す
。

一
、
金
銀
的
の
準
備

金
的
を
射
る
場
合
は
一
金
に
し
て
中
ら
ざ
る
時
は
九
金
ま
で
立
つ
る
も
の
な
れ
ば
、
そ
れ
に
依
り
支
障
な
き
様
金
的
四
箇
、
銀

的
八
箇
準
備
し
、
是
を
三
宝
に
積
み
八
幡
棚
に
供
え
置
く
も
の
と
す
、

右
之
外
陰
陽
的
あ
り
そ
の
絵
取
等
是
を
略
す
。
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一
、
的
の
立
様

一
、
金
的
一
金
地
上
六
寸
の
位
置
に
飾
る
。

金
的
を
立
つ
る
場
合
は
後
見
の
者
、
弓
太
郎
、
弓
弐
郎
を
伴
い
、
射
手
通
り
よ
り
射
垜
の
後
に
回
り
八
幡
棚
に
至
り
、
一
礼
し

て
弓
太
郎
金
的
を
携
へ、
後
見
の
後
に
付
く
、
弓
弐
郎
桧
葉
を
携
へ、
全
上
後
見
に
続
き
、
後
見
す
、
又
垜
の
後
を
廻
り
矢
取
塚

の
間
よ
り
垜
の
所
に
至
り
、
右
手
の
指
を
以
て
半
月
形
に
筋
を
附
け
る
。

弓
弐
郎
は
上
と
左
右
に
三
本
の
桧
・を
差
し
桧
葉
を
差
し
稍
退
き
て
、
そ
の
格
合
を
調
べ
、
是
を
飾
る
。

弓
太
郎
は
そ
の
桧
葉
の
飾
の
下
に
格
合
よ
く
金
的
を
立
て
る
。

後
見
は
是
を
調
べ
終
り
て
、
三
宝
は
矢
取
塚
の
陰
に
置
き
て
三
人
共
射
場
に
戻
る
。

的
の
掛
様
は
そ
の
場
に
在
っ
て
は
格
合
の
知
れ
ぬ
も
の
な
れ
ば
、
射
場
の
者
に
見
せ
、
且
つ
問
合
せ
て
奥
床
し
く
飾
る
も
の
と

す
る
、

一
、
金
銀
的
三
金
、
五
金
、
七
金
、
九
金
の
掛
け
様
次
の
如
し
。

三
金
の
時
は
上
と
前
を
金
的
、
後
を
銀
的
を
以
て
三
角
形
に
立
て
る
、

五
金
の
時
は
中
心
に
金
的
一
筒
、
そ
の
お
側
四
角
に
銀
的
を
立
て
る
、
通
称
五
之
目
形
な
り
。

七
金
の
時
は
正
中
は
金
的
に
し
て
、
他
の
六
箇
は
金
銀
的
を
適
当
に
交
ぜ
、
そ
の
周
囲
円
形
に
立
つ
る
な
り
、

九
金
の
時
は
正
中
を
金
的
に
し
て
、
週
囲
八
箇
は
銀
的
を
以
て
円
形
に
立
つ
る
。

　
右
の
如
く
九
ッ
の
的
を
中
ら
ざ
る
時
は
後
見
の
者
清
浄
に
し
て
潮
の
花
を
ま
き
清
め
射
る
も
の
と
す
。

一
、
矢
揃
的
そ
の
他
小
的
、

矢
揃
的
は
金
的
の
上
端
に
そ
の
下
端
を
附
け
て
立
て
る
な
り
。

二
番
的
は
矢
揃
的
の
上
端
に
そ
の
下
端
を
附
け
て
立
て
る
な
り
。

三
番
的
は
前
同
様
に
し
て
順
に
そ
の
上
方
に
立
つ
る
を
例
と
す
。

　
右
の
如
く
し
て
的
を
立
換
る
時
、
立
て
ん
と
す
る
的
を
先
ず
立
て
終
り
、
次
に
不
用
と
な
り
た
る
前
の
的
を
撤
す
る
時
は
そ

の
位
置
極
め
易
き
も
の
也
。

一
、
金
的
中
の
撤
去
、

　
金
的
中
の
場
合
は
前
に
掛
け
る
時
と
同
様
、
後
見
と
弓
太
郎
を
伴
い
射
手
通
り
よ
り
八
幡
棚
に
進
み
、
矢
揃
的
、
又
は
、
二

番
的
を
持
ち
、
垜
の
前
の
前
に
至
り
矢
を
抜
か
ず
し
て
的
を
取
り
、
箟
の
砂
を
能
く
払
い
取
り
、
矢
取
塚
の
陰
に
在
る
、
三
宝

に
載
せ
、
次
の
的
を
立
て
て
後
、
八
幡
棚
に
持
ち
行
き
献
す
る
事
。

一
、
矢
代
請
準
備

矢
代
を
請
た
る
時
わ
弓
太
郎
、
弓
弐
郎
の
両
人
、
大
前
の
位
置
よ
り
弓
丈
程
内
へ
躍
り
、
落
の
方
向
に
坐
し
て
弓
弐
郎
は
弓
太

郎
の
右
に
座
す
、
書
記
を
伴
ふ
時
は
又
そ
の
左
側
に
座
り
、
弓
太
郎
の
座
左
に
矢
代
を
載
る
べ
き
白
木
の
台
を
備
へ、
弓
弐
郎
は

文
台
を
備
ふ
。

　
射
手
方
に
於
て
矢
代
を
出
し
た
る
を
見
斗
い
定
位
置
に
附
く
、
但
し
奉
納
物
を
受
と
る
時
わ
そ
の
台
を
備
へ
弓
弐
郎
是
を
受

取
り
書
記
わ
文
台
に
附
く
。

　
　
　
一
矢
代
渡
し
様

　
射
手
方
は
自
己
の
矢
代
を
出
し
、
右
の
手
に
矢
の
根
を
持
ち
、
膝
の
下
に
添
へ
、
筈
を
後
に
し
て
弓
太
郎
の
前
に
進
み
、
左
の

膝
を
つ
き
右
の
膝
を
浮
け
、
一
礼
な
し
て
矢
代
を
振
り
替
へ
、
左
手
を
仰
向
け
て
袖
摺
節
の
辺
を
持
ち
、
右
手
は
俯
向
け
て
射

付
節
の
所
を
持
ち
、
正
し
く
座
し
て
筈
の
下
ら
ぬ
様
に
少
し
前
へ差
し
出
し
て
渡
す
。

　
此
の
時
奉
納
物
あ
ら
ば
弓
弐
郎
に
渡
す
（弓
弐
郎
書
記
な
る
時
は
弓
太
郎
に
渡
す
）

　
　
　
一
、
矢
代
請
取
様

　
弓
太
郎
は
右
手
を
仰
向
け
て
袖
摺
節
を
持
ち
、
左
手
を
仰
向
け
て
射
付
節
を
持
ち
請
取
り
、
直
ち
に
書
記
が
姓
名
を
書
き

留
む
る
時
わ
是
を
読
み
、
而
し
て
台
の
上
に
鏃
を
自
分
の
後
の
方
に
し
て
左
側
に
置
く
、
以
下
同
断
と
す
。

　
但
し
後
見
の
矢
代
を
持
ち
添
え
る
時
は
、
弓
太
郎
は
両
手
共
仰
向
け
る
也
。

　
　
　
一
、
矢
代
振
り
様

　
弓
太
郎
は
請
け
た
る
矢
代
を
残
ら
ず
纏
め
、
左
手
に
射
付
節
を
右
手
に
袖
摺
節
を
持
ち
抱
へ
て
、
落
の
方
よ
り
矢
代
場
の
中

5



央
に
進
み
、
左
の
膝
を
つ
き
右
の
膝
を
浮
か
せ
て
下
に
居
り
、
矢
代
を
正
面
に
立
て
、
両
手
に
て
袖
摺
節
と
追
取
節
の
間
を
持

ち
、
矢
代
の
失
念
者
無
き
を
確
め
る
為
め
二
、
三
回
呼
び
て
後
、
矢
代
を
矢
代
木
の
上
に
本
矧
を
附
け
て
お
き
、
矢
代
の
数
を

為
し
、
矢
代
を
良
く
切
り
交
ぜ
、
己
が
膝
先
き
に
立
て
揃
へ
、
的
を
一
ト
目
見
込
み
目
を
返
し
て
右
手
を
以
っ
て
箟
中
を
支
へ
、

左
手
を
以
て
羽
を
二
回
撫
で
上
げ
、
其
の
手
を
直
ち
に
本
矧
の
所
を
支
へ
右
手
に
て
又
一
度
羽
根
を
撫
で
上
げ
て
、
直
ち
に
左

手
の
上
を
越
し
て
拇
指
を
下
に
し
て
追
取
節
の
辺
を
持
ち
、
右
の
腋
よ
り
後
へ
持
ち
廻
す
（
此
の
時
矢
代
数
多
き
時
は
容
易
な

ら
ざ
る
故
、
弓
弐
郎
は
背
後
よ
り
介
酌
を
為
す
べ
し
）。

左
手
は
矢
筈
の
下
ら
ぬ
様
に
注
意
し
て
是
を
堅
く
持
ち
、
而
し
て
右
手
を
胕
向
け
、
又
は
、
仰
向
け
て
上
下
各
所
よ
り
一
本

づ
つ
抜
き
出
す
也
。

最
初
の
一
本
は
目
通
り
に
捧
げ
て
立
ち
上
り
、
左
足
よ
り
前
に
進
み
、
頃
よ
き
所
に
止
ま
り
、
右
足
を
引
き
揃
へ
て
下
に
座

り
、
左
の
膝
を
つ
き
目
は
的
を
見
直
ち
に
鏃
筈
の
順
に
見
返
し
て
、
根
を
芝
に
付
け
本
矧
を
矢
代
木
に
持
た
せ
置
く
。

二
本
目
よ
り
場
の
広
狭
並
に
場
矢
の
古
例
に
依
り
、
三
人
、
五
人
、
七
人
等
と
立
ち
た
る
的
の
各
々
の
数
迄
で
元
の
位
置
に

立
ち
戻
り
、
初
め
同
様
に
振
る
也
。

此
の
戻
る
時
右
手
は
腰
の
辺
に
在
る
も
の
と
す
。
そ
の
後
の
矢
代
は
何
本
在
る
共
、
順
に
背
後
に
退
き
乍
ら
、
矢
代
の
筈
並

み
を
揃
へ
、
一
本
矢
代
に
振
る
也
、
後
の
方
ま
で
振
り
納
め
た
る
時
、
後
の
一
本
を
左
の
手
に
持
ち
た
る
侭
、
左
の
腋
よ
り
前
に

回
し
自
分
の
前
に
立
て
、
右
手
に
持
ち
左
手
に
て
二
回
羽
根
を
撫
で
上
げ
、
又
、
右
手
に
て
一
回
撫
で
上
げ
、
左
手
に
て
射
付

節
、
右
手
に
て
袖
摺
節
を
持
ち
、
目
通
り
に
捧
げ
、
筈
、
根
、
的
の
順
に
一
ト
目
見
返
し
て
矢
代
木
に
置
く
な
り
、
振
り
終
り
た

る
時
一
ト
足
後
に
退
き
一
礼
す
る
べ
し
。

尤
も
奉
納
物
を
矢
代
場
に
て
矢
代
に
添
へ
る
時
も
、
一
礼
す
る
と
共
に
御
奉
納
と
呼
び
、
右
へ
向
き
か
へ
落
の
口
よ
り
帰
る
べ

し
。

一
、
附
け
矢
代
の
事

　
射
手
の
内
附
矢
代
を
な
す
者
有
る
時
は
、
元
の
如
く
矢
代
場
に
持
ち
行
き
、
附
矢
代
幾
張
と
呼
び
て
前
同
様
に
振
り
て
、
そ

の
後
に
置
き
て
返
る
、
此
の
時
後
見
の
矢
代
は
最
後
に
有
る
も
の
な
れ
ば
、
附
矢
代
は
そ
の
前
に
置
く
も
の
と
す
。

師
範
並
に
後
見
等
の
そ
の
矢
場
を
支
配
す
る
者
の
矢
代
を
最
後
に
出
す
も
の
な
る
故
に
、
附
矢
代
は
客
分
と
し
て
支
配
者

よ
り
先
に
置
く
も
の
也
。
　

一
、
矢
代
順
の
記
帳
並
み
に
矢
代
見
せ
之
事

矢
代
を
振
り
終
り
た
る
時
、
弓
太
郎
は
後
の
口
よ
り
、
又
は
弓
堀
の
内
側
を
通
り
大
前
に
至
り
、
大
前
の
矢
代
よ
り
一
本
づ

つ
根
を
芝
に
付
け
た
る
侭
、
両
手
を
以
て
是
を
立
て
高
声
を
以
て
姓
名
を
読
む
、
書
記
は
そ
の
姓
名
を
矢
代
順
帳
に
記
入
す
。

此
の
時
矢
代
を
立
て
る
事
は
射
手
方
に
各
自
の
矢
代
の
有
る
位
置
を
知
ら
し
む
る
儀
な
り
。

一
、
矢
申
し
之
事

　
公
文
所
は
各
射
手
方
の
矢
順
及
び
そ
の
人
を
知
ら
し
む
る
為
に
、
弓
太
郎
、
矢
代
の
姓
名
を
読
み
上
げ
る
と
共
に
、
矢
申
し

の
儀
を
為
す
旨
を
告
げ
る
、
斯
く
す
る
時
は
矢
順
を
呼
ぶ
必
要
な
く
公
文
所
の
責
任
を
問
わ
れ
ざ
る
も
の
な
り
、
又
射
手
方

と
し
て
は
、
後
弓
の
者
よ
り
矢
順
に
関
す
る
責
を
負
わ
す
る
也
。

　
弓
太
郎
大
前
よ
り
姓
名
を
読
み
始
め
る
時
、
大
前
の
者
よ
り
弓
を
左
手
に
伏
せ
て
持
ち
、
弽
の
指
の
方
を
後
に
し
て
右
手
に

持
ち
、
落
の
口
よ
り
出
で
て
的
の
・
に
進
み
、
弓
の
末
弭
を
己
が
正
面
よ
り
斜
右
前
の
所
に
つ
け
、
弓
は
そ
の
侭
軁
の
み
前
に
進

み
右
に
転
じ
て
程
よ
き
位
置
に
て
後
の
方
に
向
ひ
、
左
の
膝
を
つ
き
右
の
膝
を
浮
か
せ
て
下
に
座
る
。

　
そ
の
次
の
射
手
よ
り
前
者
同
様
に
前
に
進
み
、
己
が
弓
は
前
者
の
弓
の
末
弭
よ
り
斜
向
い
の
左
に
伏
せ
て
下
に
座
り
、
姓
名
を

名
乗
り
互
に
一
礼
す
。

前
者
は
立
ち
て
大
前
の
口
に
入
る
。

後
者
も
直
ち
に
立
ち
て
、
前
者
同
様
の
作
法
を
為
し
、
後
弓
の
来
り
て
挨
拶
す
る
を
待
つ
。
以
下
同
様
也
。
此
の
場
合
に
於
て
、

弓
太
郎
が
姓
名
を
読
み
上
げ
る
と
矢
申
し
の
出
場
者
と
同
一
・せ
ざ
れ
ば
往
々
順
序
の
間
違
ふ
事
あ
り
、
大
い
に
注
意
す
べ
き

事
也
。

一
、
大
前
そ
の
他
役
弓
の
事
　
　
　
　

　
大
前
の
者
よ
り
三
人
若
し
く
は
五
人
乃
至
七
人
等
、
そ
の
矢
場
の
定
め
に
従
い
出
揃
ふ
、
是
を
役
弓
と
云
ふ
。

道
木
の
所
よ
り
凡
そ
弓
丈
け
程
距
て
、
弽
を
掛
け
弓
を
左
に
矢
を
右
に
持
ち
（
弓
矢
の
持
様
式
之
如
し
）
、
弓
を
膝
先
に
立

て
（膝
の
構
へ式
の
通
り
）下
に
座
る
。

人
数
の
揃
ひ
た
る
を
見
極
め
、
大
前
よ
り
順
に
弓
を
伏
せ
、
左
の
足
よ
り
三
足
に
踏
止
道
木
迄
で
進
み
四
足
目
の
右
足
を
引

き
揃
へ下
に
座
り
ざ
ま
弓
を
左
膝
の
外
に
立
て
的
を
見
る
、
直
ち
に
弓
を
右
手
に
移
す
。
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此
の
時
、
本
弭
を
右
の
膝
先
二
寸
程
の
所
に
置
き
、
末
弭
は
斜
右
に
・
頃
合
と
す
、
右
手
の
上
の
重
（
弣
よ
り
四
、
五
寸
上
）

を
持
ち
、
弦
は
的
の
方
向
に
向
く
、
次
に
左
肌
を
脱
ぐ
と
袖
は
そ
の
背
後
へ廻
す
。

右
手
の
弓
を
左
手
に
移
す
。
弦
は
左
手
の
前
側
に
し
て
左
膝
先
に
立
て
る
、
次
に
右
手
の
指
を
弦
の
下
掛
所
に
掛
け
て
弦
を

内
側
に
廻
し
、
甲
矢
を
番
ひ
、
乙
矢
を
持
ち
添
へ、
後
弓
の
挨
拶
を
待
つ
。

而
し
て
後
弓
は
弓
を
左
膝
に
立
て
、
右
手
は
弦
の
手
掛
け
に
添
え
て
座
る
。

大
前
の
者
は
射
前
に
掛
る
。

射
前
に
有
り
て
は
甲
矢
、
乙
矢
共
左
足
よ
り
半
歩
程
づ
つ
左
右
に
踏
み
開
き
、
式
の
如
く
射
る
。

射
終
わ
り
た
る
と
き
は
、
弓
の
末
弭
を
前
に
伏
せ
、
・打
を
為
す
と
共
に
、
的
に
正
面
し
て
左
足
右
足
の
順
に
元
の
如
く
引
き

揃
へ、
弓
の
末
弭
は
伏
せ
た
る
侭
、
躰
と
共
に
的
に
正
面
し
て
左
足
よ
り
左
右
左
と
退
き
右
足
を
揃
へ、
下
に
座
り
弓
を
立
て
る
。

後
弓
は
大
前
の
下
り
た
る
を
見
斗
い
定
位
置
に
附
る
事
前
の
如
し
。

大
前
の
者
は
後
弓
の
打
起
し
を
為
す
・
又
・
挨
拶
を
為
す
か
何
れ
か
を
待
ち
て
立
ち
上
が
り
、
弓
、
乙
矢
を
持
ち
て
肌
を
脱

ぎ
為
る
侭
、
後
弓
の
前
方
に
て
弓
丈
程
離
て
後
の
方
へ向
き
て
控
へる
。

此
の
時
弓
を
左
へ、
矢
は
右
に
置
く
な
り
。

弓
の
弦
は
勿
論
前
側
に
少
し
斜
に
置
き
、
矢
の
根
を
自
分
の
正
面
に
て
弓
の
弣
の
上
の
下
に
刺
込
む
様
に
為
し
置
く
な
り
。

役
弓
若
干
人
の
射
終
る
迄
、
そ
の
位
置
に
控
へ、
役
弓
射
終
り
た
る
を
見
斗
い
て
大
前
の
口
に
退
く
。

此
の
時
自
分
は
落
の
射
手
の
済
む
迄
で
、
そ
の
位
置
に
控
へ
居
る
べ
き
も
の
な
る
に
依
り
、
そ
の
替
り
と
し
て
扇
子
ま
た
は
弽

等
を
半
開
と
し
て
、
そ
の
處
に
置
き
去
る
を
常
・例
と
す
る
。

此
の
際
公
文
所
よ
り
、
「御
道
具
御
持
参
御
控
へ下
さ
い
」と
の
言
葉
と
同
時
に
三
宝
が
渡
さ
れ
る
も
の
也
。

三
宝
無
き
時
は
的
（尺
、
尺
二
寸
的
）を
渡
さ
れ
る
事
為
る
べ
し
。

そ
の
上
に
扇
子
半
開
き
、
弽
な
ら
べ
て
き
ち
ん
と
巻
き
て
載
せ
置
く
も
の
也
。

後
の
射
手
よ
り
五
、
七
人
前
迄
で
射
終
り
た
る
時
、
又
元
の
位
置
に
出
て
、
元
の
如
く
扇
子
を
仕
舞
ひ
、
三
宝
を
返
し
、
弓

矢
を
置
き
て
控
へ
、
後
よ
り
二
人
前
ま
で
射
る
頃
よ
り
弽
を
掛
け
、
弓
矢
を
持
ち
、
後
の
者
射
前
に
立
つ
と
同
時
に
自
分
も
立

ち
上
が
り
、
後
の
者
射
終
る
を
待
つ
。

後
の
者
の
射
終
り
た
る
時
、
大
前
の
者
と
鉾
合
せ
の
式
在
り
。

則
ち
落
の
者
が
射
終
り
た
れ
ば
前
者
の
如
く
誉
打
ち
を
為
す
と
共
に
、
そ
の
末
弭
と
大
前
の
弓
の
末
弭
よ
り
向
て
左
に
伏
せ

両
者
相
対
し
た
る
侭
、
互
に
三
足
宛
落
の
方
へ
大
前
の
者
は
進
み
、
落
の
者
は
退
く
踏
み
止
ま
り
て
一
礼
な
す
、
是
を
以
て
甲

矢
通
り
終
る
、
乙
矢
の
射
様
甲
矢
の
如
し
甲
矢
乙
矢
を
射
終
り
て
一
と
立
ち
と
云
ふ
。

一
ト
立
ち
射
終
り
た
る
時
、
大
前
の
者
は
甲
矢
の
終
り
た
る
時
と
同
様
に
鉾
合
せ
を
為
し
、
直
ち
に
大
前
の
口
よ
り
矢
代
場

に
至
り
、
自
己
の
矢
代
を
後
の
所
へ繰
り
下
げ
る
べ
し
。

此
の
時
、
弓
及
び
弽
を
持
つ
べ
き
な
れ
ど
、
不
持
も
不
苦
ず
。

矢
代
場
に
至
り
右
へ廻
り
大
前
の
方
へ向
い
下
に
居
り
自
分
の
矢
代
を
取
り
左
手
に
射
付
節
右
手
に
袖
摺
節
を
持
ち
左
へ廻

り
後
の
方
へ進
み
、
又
、
前
同
様
に
向
を
か
へ、
矢
代
を
矢
代
木
に
托
す
。

但
し
弽
を
持
つ
時
は
右
手
に
矢
代
を
持
つ
も
の
と
す
。

一
ト
立
射
終
り
て
矢
取
は
矢
車
を
射
場
へ持
ち
来
る
、
是
を
以
て
金
の
一
ト
立
終
了
と
為
す
。

次
に
又
二
番
目
の
射
手
大
前
と
な
り
前
同
様
に
し
て
射
る
、
以
下
三
番
四
番
と
順
次
一
ト
立
毎
に
大
前
と
な
る
も
の
と
す
。

一
、
金
銀
的
中
者
の
射
礼

金
的
銀
的
に
的
中
し
た
る
時
は
甲
矢
の
場
合
は
肌
を
入
れ
衣
服
を
繕
ひ
、
位
儀
を
正
し
定
位
置
に
控
へる
事
。

後
弓
の
者
も
幾
人
射
場
に
立
ち
居
る
共
皆
、
番
へた
る
矢
を
外
し
、
式
の
如
く
下
に
居
る
。

矢
揃
的
又
は
二
番
的
、
三
番
的
等
そ
の
他
の
的
を
立
て
替
ふ
迄
、
控
へ居
る
事
（的
の
立
替
へ
は
公
文
所
の
定
む
る
所
に
依
り
一

定
せ
ず
）。

此
の
時
弓
太
郎
的
を
立
て
替
へ、
弓
太
郎
又
は
後
見
者
よ
り
的
の
位
置
に
付
、
良
否
を
問
ふ
、
射
中
し
て
控
へ居
る
者
は
後
弓

の
者
に
相
談
を
掛
け
、
承
諾
を
得
て
之
を
決
し
、
後
弓
に
的
を
譲
り
て
大
前
の
口
よ
り
引
入
る
も
の
と
す
・。

右
射
中
者
が
大
前
の
者
に
し
て
役
弓
の
射
前
中
ざ
る
時
は
此
の
時
に
控
へ
ず
、
大
前
の
役
を
勤
む
る
事
又
落
の
者
の
射
中
た

る
時
は
前
同
様
鉾
合
せ
を
し
て
控
へ
る
事
。

一
、
矢
代
逆
羽
打
之
事

　
矢
揃
的
、
二
番
的
、
三
番
的
等
に
射
中
て
た
る
者
は
公
文
所
よ
り
順
に
依
り
逆
羽
打
を
為
す
。

一
、
甲
矢
に
て
射
中
て
た
る
場
合
。

甲
矢
に
て
射
中
為
る
者
は
肌
を
そ
の
侭
に
て
、
弓
を
左
手
に
弣
を
持
ち
、
乙
矢
わ
右
手
に
形
の
如
く
持
ち
定
位
置
に
控
へ
後
弓

の
射
終
る
を
待
ち
て
大
前
の
方
よ
り
矢
代
場
に
進
み
、
自
分
の
矢
代
近
く
に
至
り
弓
を
返
し
右
に
廻
り
、
全
く
そ
の
向
を
か
へ
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下
に
居
り
右
手
の
乙
矢
を
左
手
の
弓
と
共
に
持
ち
添
へ
、
右
手
を
弓
の
上
よ
り
延
し
、
拇
指
を
自
分
の
方
へ
向
け
矢
代
の
中
央

上
部
を
軽
く
指
先
に
て
掴
み
、
拇
指
を
上
に
し
て
鏃
を
右
の
膝
頭
に
立
て
、
そ
の
手
を
矢
代
の
射
付
節
の
辺
ま
で
滑
ら
せ
下
げ

弓
の
上
よ
り
矢
代
木
に
運
び
矢
の
出
入
り
な
る
と
す
。

一
、
乙
矢
に
て
射
中
て
た
る
場
合
。

　
乙
矢
に
て
射
中
て
た
る
時
は
定
位
置
に
て
弽
を
取
り
紐
を
綺
麗
に
絡
め
、
右
手
に
持
ち
弓
は
左
手
に
し
て
矢
代
場
に
進
み
向

を
替
へ下
に
居
り
弽
を
左
手
に
持
ち
添
へ矢
代
逆
羽
を
打
ち
、
諸
作
法
甲
矢
の
時
と
同
じ
。

一
、
甲
矢
乙
矢
共
射
中
て
た
る
場
合
。

　
作
法
は
前
と
参
酌
な
る
事
、
只
矢
の
・
頭
を
矢
代
木
よ
り
外
し
全
く
下
に
置
き
矢
代
木
の
下
よ
り
少
し
く
矢
の
根
を
司
出
し

て
置
く
も
の
と
す
。

右
逆
羽
打
は
古
風
よ
り
弦
を
返
し
、
或
は
弓
の
上
よ
り
矢
代
を
取
り
羽
を
撫
で
弓
の
下
よ
り
矢
代
木
に
置
く
等
甲
矢
乙
矢
等

の
打
様
に
区
別
有
れ
共
是
を
省
略
し
甲
矢
乙
矢
共
殆
ど
同
一
に
逆
羽
を
打
つ
も
の
と
す
。

一
、
所
務
受
取
様
之
事

1

、

矢
代
逆
羽
打
に
附
た
る
所
務
受
取
様
、

　
弓
を
左
手
に
、
弽
を
右
手
に
持
つ
事
は
式
の
如
し
、
矢
代
順
に
依
て
逆
羽
打
の
要
領
を
以
て
矢
代
場
に
進
み
下
に
居
り
、
弽

を
左
手
に
持
ち
添
へ右
手
に
て
所
務
を
取
り
頂
き
て
懐
中
に
納
め
、
自
己
の
矢
代
を
弓
の
上
よ
り
取
り
又
弓
の
上
よ
り
元
の
如

く
に
逆
羽
を
返
し
弽
を
右
に
取
り
直
し
後
の
方
に
引
退
す
る
此
の
時
弽
の
廻
し
方
弓
の
扱
い
方
等
、
矢
代
打
の
時
と
同
様
な
り
。

一
、
公
文
に
て
所
務
受
取
様
。

　
公
文
所
の
前
に
至
り
所
務
を
受
取
る
時
わ
弽
を
為
し
て
居
る
も
の
な
れ
ば
射
手
の
礼
式
と
し
て
弽
の
紐
を
狭
目
よ
り
引
き
抜

き
て
受
取
る
も
の
な
り
弽
の
紐
を
抜
け
ば
弽
を
取
り
た
る
形
と
見
る
な
り
。

一
、
金
的
の
授
受
之
事

　
金
的
の
授
受
に
付
て
わ
全
部
射
納
め
た
る
後
公
文
所
よ
り
係
り
の
者
出
て
道
木
の
中
央
部
よ
り
落
の
方
に
向
い
座
を
改
め
て

式
を
上
げ
る
事
古
例
と
す
。

然
る
に
現
今
神
事
的
等
の
場
合
に
於
て
は
神
前
に
於
て
神
職
祝
詞
を
奏
上
し
、
且
そ
の
位
置
に
て
是
を
行
ふ
も
の
な
れ
ば
別

に
そ
の
位
置
を
示
さ
ず
又
現
今
に
於
て
は
引
出
物
そ
の
他
の
関
係
に
依
り
古
式
に
則
り
て
式
を
挙
ぐ
る
事
到
底
至
難
な
る
場

合
多
な
り
、
依
て
本
書
は
授
受
の
恵
者
と
し
て
普
通
心
得
置
く
可
き
大
要
を
左
に
示
す
。

　
小
役
の
者
式
場
の
準
備
を
整
へ
的
中
者
に
開
式
の
旨
を
告
げ
、
尚
出
場
の
師
範
、
家
元
及
び
来
賓
等
の
列
席
を
求
む
、
的
中

者
は
衣
紋
を
整
へ、
介
添
二
名
を
伴
ひ
着
席
す
、
此
時
介
添
人
は
的
中
者
の
左
右
に
座
す
、
公
文
所
よ
り
係
と
し
て
後
見
一
人

そ
の
他
小
役
人
二
人
と
す
、
但
し
式
場
狭
き
と
き
は
小
役
人
一
人
に
て
も
可
な
り
。

小
役
の
者
は
引
出
物
の
取
次
及
び
御
神
酒
の
酌
を
為
す
、
後
見
は
渡
す
可
き
品
の
順
序
を
定
め
、
小
役
の
者
を
し
て
取
継
が

し
む
、
小
役
の
者
三
宝
に
土
器
一
組
を
備
へ
的
中
者
の
前
に
出
す
、
的
中
者
は
両
手
に
三
宝
を
持
ち
て
押
戴
き
、
下
に
置
き
、

上
の
盃
を
両
手
に
て
取
り
、
小
役
の
者
銚
子
持
て
酌
を
為
す
、
的
中
者
之
を
呑
み
て
、
右
上
の
角
に
空
盃
を
置
く
、
次
に
小
役

の
者
後
見
よ
り
金
的
を
取
継
ぎ
、
的
中
者
の
前
に
置
く
、
此
の
時
甲
矢
な
る
時
は
羽
根
を
的
中
者
の
左
に
な
る
様
に
し
て
出
す
。

的
中
者
は
両
手
に
て
三
宝
を
取
り
、
押
戴
き
、
下
に
置
き
左
手
に
て
的
の
下
へ指
を
廻
し
て
持
ち
、
右
手
は
そ
の
上
を
越
し
て

拇
指
が
向
ふ
へ重
な
る
様
に
し
て
矢
の
向
を
替
へ、
向
ふ
え
三
回
程
廻
し
な
が
ら
静
か
に
抜
き
取
る
。

矢
は
そ
の
向
の
侭
、
右
の
膝
頭
下
に
置
き
、
的
は
左
の
膝
元
に
矢
穴
を
下
に
し
て
右
手
の
中
指
に
て
的
の
裏
よ
り
矢
穴
を
静

か
に
押
し
出
す
様
に
し
て
埋
め
終
り
て
、
的
を
仰
向
け
て
紙
に
包
み
、
左
膝
元
に
置
き
、
両
手
に
て
三
宝
を
返
し
、
矢
も
的
も

直
介
添
人
に
渡
す
、
介
添
人
は
之
を
仕
舞
ふ
。

乙
矢
に
て
射
中
て
た
る
時
も
前
同
様
な
れ
共
、
矢
の
廻
し
様
を
手
前
の
方
へ
三
回
程
廻
す
、
そ
の
他
は
甲
矢
の
時
と
同
じ
。

甲
矢
は
向
ふ
へ廻
し
、
乙
矢
は
手
前
へ廻
し
乍
ら
抜
き
取
る
事
な
り
。
廻
し
乍
ら
矢
を
抜
く
と
云
ふ
事
は
、
要
す
る
に
矢
の
羽
根

が
自
然
に
逆
ら
わ
ぬ
様
な
形
に
て
、
若
し
矢
を
間
違
え
て
矢
を
射
た
る
時
は
、
そ
の
反
対
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

総
て
矢
の
中
た
る
時
そ
の
矢
の
羽
根
の
向
に
依
て
自
転
し
な
が
ら
進
む
も
の
に
し
て
、
当
流
に
定
む
る
甲
矢
は
羽
根
の
表
面

が
向
こ
う
向
き
な
る
故
に
、
矢
も
勿
論
向
ふ
へ
自
転
す
る
故
に
、
甲
矢
は
向
ふ
へ
廻
し
て
抜
き
取
る
な
り
、
乙
矢
は
ま
た
知
る
べ

し
。
的
中
者
が
的
を
受
け
納
め
た
る
を
見
斗
ら
ひ
、
小
役
の
者
は
中
の
盃
を
以
て
一
献
進
む
。
的
中
者
之
を
受
け
、
空
盃
を
三

宝
の
左
上
の
角
に
置
く
也
、
此
時
熨
斗
、
昆
布
、
勝
栗
等
三
種
の
煮
の
準
備
在
る
場
合
は
是
を
進
む
、
無
き
場
合
は
引
出
物
を

出
す
、
引
出
物
を
受
け
為
る
時
も
前
同
様
請
け
て
、
左
の
介
添
人
に
渡
す
、
介
添
人
之
を
始
末
し
て
三
宝
を
小
役
に
返
す
。

次
に
下
の
盃
に
て
一
献
受
け
て
元
の
所
に
置
き
、
引
出
物
又
は
肴
を
受
け
る
そ
し
て
尚
二
献
下
の
盃
に
て
呑
み
、
三
宝
の
中

央
に
置
き
次
に
左
上
に
置
き
た
る
中
の
盃
に
て
二
献
呑
み
て
下
の
盃
に
重
ね
置
く
、
次
に
右
上
に
有
る
上
の
盃
に
て
二
献
呑
み
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て
盃
を
重
ね
合
せ
て
都
合
九
杯
受
く
る
も
の
也
。

総
て
引
出
物
は
此
の
一
献
毎
に
贈
る
も
の
に
し
て
、
内
所
務
は
右
の
引
出
物
全
部
贈
り
た
る
後
に
渡
す
も
の
と
す
。

　
以
上
終
り
て
来
賓
そ
の
他
の
祝
詞
に
移
り
式
を
終
る
。

右
の
式
は
大
和
流
古
式
に
則
り
、
是
を
斟
酌
し
て
記
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
他
流
派
等
よ
り
受
く
る
場
合
は
そ
の
法
式
に
従
ふ

は
勿
論
な
る
べ
し
。

一
、
射
術
之
部

一
、
足
踏
之
事
、
八
文
字
形
に
踏
み
開
き
踵
の
間
離
は
己
が
肩
幅
を
良
し
と
す
、

一
、
胴
作
之
事
、
伏
せ
、
反
り
、
掛
り
、
起
き
等
無
く
真
直
に
す
る
事
、

　
但
し
目
当
等
、
目
渡
等
、
回
し
目
当
物
に
依
り
場
所
に
依
り
て
違
為
る
を
知
る
可
し
、

一
、
弓
構
の
事
、
前
な
ら
ず
、
後
な
ら
ず
、
両
手
突
き
延
さ
ず
、
掛
り
す
ぎ
ざ
る
事
、

一
、
掛
の
事
、
浅
か
ら
ず
、
深
か
ら
ず
、
手
附
な
ら
ず
、
捻
じ
過
ぎ
ず
、
弦
に
掛
け
結
が
当
る
形
と
・

一
、
手
の
内
之
事
、
一
文
字
に
し
て
紅
葉
重
ね
為
る
事
、
是
則
ち
正
鵠
の
手
の
内
と
云
ふ
可
し

一
、
打
ち
起
し
之
事
、
弓
を
垂
直
に
し
弓
手
の
二
の
節
の
前
の
辺
に
右
手
の
拳
を
置
く
を
通
例
と
・

一
、
物
見
の
事
、
浮
か
ず
、
沈
ま
ず
、
後
口
の
方
よ
り
人
の
呼
び
為
る
時
、
何
心
な
く
振
り
向
き
為
る
顔
持
ち
の
事
、

一
、
引
込
み
之
事
、
弦
道
遠
か
ら
ず
、
近
か
ら
ず
、
虹
片
に
引
込
む
を
良
し
と
す
、

一
、
射
形
之
事
、
右
手
の
拳
よ
り
射
先
ま
で
稍
水
走
り
た
る
事
、
殆
ど
水
平
に
見
え
る
位
な
る
事
、

一
、
持
満
之
事
、
長
す
ぎ
ず
、
短
す
ぎ
ず
、
己
が
一
息
の
活
る
間
を
適
度
と
し
弓
手
右
手
胴
に
た
る
み
無
き
を
好
し
と
す
。

一
、
発
の
事
、
離
す
に
在
ず
、
離
る
る
に
在
ず
、
押
し
切
る
に
在
ず
、
左
右
の
力
均
等
に
し
て
分
か
る
る
を
云
ふ

一
、
三
つ
見
所
之
事
、
三
つ
澄
し
所
・等
是
を
略
す

　
右
は
大
要
を
示
し
た
る
の
み
な
れ
ば
外
口
伝
に
依
る
可
し
、

一
、
弓
法
の
事

　
弓
法
と
し
て
詳
細
に
記
す
を
不
得
、
普
通
初
心
者
と
し
て
心
得
置
く
可
き
事
に
し
て
、
心
付
き
た
る
諸
点
を
記
し
置
く
な
り
。

一
、
弦
、
上
下
弦
輪
の
も
ど
り
粒
、
上
の
輪
六
も
ど
り
下
の
輪
七
も
ど
り
と
す
、
是
明
暗
に
形
ど
り
為
ふ
也
、
中
関
の
巻
丈
は

三
寸
二
分
と
す
、
弦
衣
は
平
弓
は
紫
色
を
憚
る
外
何
色
に
て
も
不
苦
而
し
多
く
わ
朱
塗
紙
、
紫
色
紙
又
は
紅
白
青
等
の
紙
又

は
布
を
以
て
す
。

一
、
弓
、
弓
を
張
る
事
は
安
く
し
て
安
か
ら
ず
、
人
の
知
る
事
に
し
て
知
る
人
少
な
し
、
口
伝
多
し
、

　
他
人
の
弓
を
張
る
に
は
塵
等
無
く
共
、
能
く
掛
い
常
識
と
し
て
一
人
に
て
張
ら
ず
、
怜
も
強
き
弓
を
張
る
如
く
に
張
る
も
の

と
す
、
弦
を
張
る
に
は
末
弭
に
弦
輪
を
真
直
に
掛
け
、
下
の
弦
輪
を
持
ち
、
三
回
程
捻
を
掛
け
一
回
戻
し
て
口
に
く
わ
え
度
上

な
ら
ば
、
左
の
膝
を
つ
き
右
の
膝
を
立
て
本
弭
を
受
け
、
右
手
を
以
て
握
り
左
手
は
弣
を
持
ち
大
中
の
辺
を
押
す
様
に
力
を
い

れ
、
下
の
弦
輪
を
掛
け
る
也
、
北
向
き
、
門
柱
、
床
縁
、
床
柱
、
長
押
、
他
人
の
頭
の
上
等
に
て
張
ら
ざ
る
事
、
張
り
所
無
き
時

は
他
人
の
肩
に
掛
け
又
は
地
上
に
手
拭
又
は
風
呂
敷
等
を
置
き
そ
れ
に
末
弭
を
附
け
て
張
る
等
有
り
。
色
々
に
張
り
様
有
り

是
を
略
す
。
矢
場
に
て
所
定
の
位
置
に
弓
柱
と
て
弓
を
柱
を
立
て
在
る
も
の
也
、

一
、
矢
、
矢
の
羽
根
及
び
箆
の
種
類
等
多
数
有
り
是
を
略
す
矢
束
は
各
自
十
二
束
を
法
と
す
、
即
ち
十
二
握
な
り
又
之
を
正

し
く
極
め
る
に
左
手
の
中
指
の
先
よ
り
乳
の
間
ま
で
と
す
、
古
書
に
己
が
矢
束
を
手
量
る
に
何
尺
何
寸
何
分
在
り
と
云
々
と
、

甲
矢
乙
矢
の
様
は
前
述
の
通
り
、
尚
射
手
方
と
し
て
所
持
す
る
矢
の
数
を
定
め
有
れ
共
、
普
通
に
わ
必
要
無
き
故
是
を
略
す
。

一
、
代
矢
、
代
矢
に
わ
左
の
式
に
依
り
姓
名
を
記
す
、

免
許
皆
伝
者
の
外
は
師
の
許
無
く
し
て
弓
名
又
は
名
乗
り
を
用
い
ず
、
平
弓
に
有
り
て
は
追
取
節
の
下
に
、
又
目
録
免
許
者
に

有
り
て
は
袖
摺
節
の
下
に
免
許
皆
伝
者
師
範
者
に
在
り
て
は
本
矧
の
下
に
各
々
そ
の
分
に
応
じ
て
左
の
通
り
記
す
も
の
と
す
る

（平
弓
の
例
）

大
和
流
　
何
々
誰
門
人

　
　
　
　
　
何
々
誰

　
　
　
　
　
何
県
何
郡
何
村
大
字
何
処
住
人

（目
録
弓
之
例
）

　
大
和
流
　
何
々
誰
門
人

　
　
　
目
録
免
許
何
々
某

　
　
　
　
　
何
県
何
郡
何
村
大
字
何
処
住
人
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（免
許
皆
伝
者
之
例
）

　
大
和
流
免
許
　
何
々
某

何
県
何
郡
何
村
大
字
何
処
住
人

　
　
　
　
附
記

右
は
昭
和
八
年
八
月
拾
八
日
東
加
茂
郡
足
助
町
香
嵐
渡
田
風
前
庵
二
階
に
於
て
郡
間
各
派
師
範
集
合
研
究
の
上
制
定
す
る

も
の
也
、

　
　
　
大
和
流
師
範
　
神
谷
正
象
　
　
記
す
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